
みずほCustomer Desk Report  2022/11/04 号（As of 2022/11/02） 市場営業部　為替営業第二チーム
【昨日の市況概要】 公示仲値 147.63 【ドル円相場】 　　　　　 【対円騰落率（日次）】

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 147.90 0.9876 146.02 1.1490 0.6397
SYD-NY High 148.35 0.9976 146.32 1.1565 0.6493
SYD-NY Low 145.68 0.9814 145.04 1.1388 0.6348
NY 5:00 PM 147.94 0.9816 145.28 1.1390 0.6348

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 32147.76 ▲ 505.44 日本2年債 ▲0.0400% 0.0100%
NASDAQ 10524.80 ▲ 366.05 日本10年債 0.2500% 0.0000%

S&P 3759.69 ▲ 96.41 米国2年債 4.6093% 0.0595%
日経平均 27663.39 ▲ 15.53 米国5年債 4.3023% 0.0327%

TOPIX 1940.46 1.96 米国10年債 4.0943% 0.0472%
ｼｶｺﾞ日経先物 27320.00 ▲ 275.00 独10年債 2.1335% 0.0105%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7144.14 ▲ 42.02 英10年債 3.3955% ▲0.0595%
DAX 13256.74 ▲ 82.00 豪10年債 3.7750% ▲0.0220% 【ユーロ円相場】 　　　　　 【ユーロドル相場】

ﾊﾝｾﾝ指数 15827.17 371.90 USDJPY 1M Vol 12.11% ▲0.66%
上海総合 3003.37 34.17 USDJPY 3M Vol 12.56% ▲0.11%

NY金 1650.00 0.30 USDJPY 6M Vol 12.06% ▲0.09%
WTI 90.00 1.63 USDJPY 1M 25RR ▲0.58% Yen Call Over

CRB指数 280.66 4.32 EURJPY 3M Vol 12.54% ▲0.04%
ドルインデックス 111.35 ▲ 0.14 EURJPY 6M Vol 12.52% ▲0.03%

【ポンド相場】 　　　　　 【豪ドル相場】

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではあり
ません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されていますが、その正確性、確実性を
保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資
に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権
はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。

担当：小野崎・多川
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海外市場のﾄﾞﾙ円は148円台前半でｽﾀｰﾄ。東京時間では北朝鮮が弾道ﾐｻｲﾙを発射したとの報道を受けて低下した米金
利や、黒田日銀総裁の「物価目標の安定達成が展望できる場合、YCC柔軟化も選択肢」との発言が円買いを誘い、
147.17まで下落。しかし、FOMCを控える中、その後はﾎﾟｼﾞｼｮﾝ調整主導の値動きとなり、147円台半ばでもみ合い。早朝
にやや売り優勢となり、146.82まで下押し後、147.07ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は米10月ADP雇用統計が予想を上振れ、買
いで反応し147.40まで上昇する場面もあったが、ｲﾍﾞﾝﾄ前で方向感は出にくく、すぐに売り戻された。その後は147円ちょう
ど付近で小動き。午後２時発表のFOMCでは予想通り75bpの利上げとなるも、声明文では今後の利上げﾍﾟｰｽの決定を巡
り、金融政策の累積的な引き締めや、金融政策が経済活動やｲﾝﾌﾚへ与える影響のﾗｸﾞも考慮すると伝わっており、ﾊﾄ派
的な内容との見方からﾄﾞﾙ売りが強まり、一時145.68まで下落。しかし、その後行われたﾊﾟｳｴﾙFRB議長の記者会見で利
上げ停止の検討は時期尚早と述べたことが伝わるとﾄﾞﾙは買いに転じ147円台を回復。終盤にかけて147.97まで高値を更
新し、結局、147.94ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一方、海外市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは0.98ﾚﾍﾞﾙ後半でｽﾀｰﾄ。FOMC前でﾎﾟｼﾞｼｮﾝ調整の売買が
交錯する中、ﾚﾝｼﾞﾄﾚｰﾄﾞが継続。ﾕｰﾛ圏の10月製造業PMIも予想範囲内の結果だったことから市場も反応薄で、0.9899ﾚ
ﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。FOMC発表前はﾚﾝｼﾞﾄﾚｰﾄﾞ継続だったが、声明文発表後のﾄﾞﾙ売りを受けて一時0.9976まで上昇。記者
会見後のﾄﾞﾙ買いを受けて0.9814まで反落。結局、0.9816ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は147.90ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。北朝鮮による弾道ﾐｻｲﾙ発射を受けたﾘｽｸｵﾌや米金利低下、衆院財務金融委
員会における黒田日銀総裁の「2%の物価目標の安定的達成が展望できる場合、YCC柔軟化は選択肢としてありうる」と
の発言を背景に147.17まで下落。その後は米FOMCを前に147円台半ばで様子見の展開。147.39ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡っ
た。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､147.39ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ﾛﾝﾄﾞﾝ時間夕方にFOMCの発表を控えてﾎﾟｼﾞｼｮﾝ調整のﾄﾞﾙ売りか｡東京時間
でﾄﾞﾙが売られた流れが継続し､一時147円を割れて146.82円まで売られた｡その後やや戻し､147.07ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡
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